
本
市
を
め
ぐ
る
最
近
の
動
き

　

１
月
22
日
、
川
内
港
の
利
用
促
進

に
関
係
す
る
企
業
・
団
体
で
組
織
す

る「
川
内
港
整
備
促
進
期
成
会
」の
活

動
と
し
て
、
国
土
交
通
省
に
対
し
、

県
北
西
部
地
域
の
産
業
の
競
争
力
強

化
を
支
え
、
ア
ジ
ア
と
と
も
に
成
長

す
る
川
内
港
の
整
備
促
進
を
要
望
し

ま
し
た
。

　

東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
つ
い
て

は
、
男
子
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
ア
ル
ゼ
ン

チ
ン
代
表
チ
ー
ム
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

事
前
キ
ャ
ン
プ
の
実
施
に
つ
い
て
、

「
２
０
２
０
年
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

競
技
大
会
事
前
キ
ャ
ン
プ
に
関
す
る

協
定
書
」を
締
結
い
た
し
ま
し
た
。

市
民
と
の
交
流
は
も
ち
ろ
ん
、
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
後
の
交
流
人
口
の
拡
大
に

つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

　

２
月
９
日
に
は
、
川
内
原
子
力
発

電
所
の
重
大
事
故
を
想
定
し
た
原
子

力
防
災
訓
練
を
、
県
と
Ｕ
Ｐ
Ｚ
内
の

９
市
町
の
主
催
に
よ
り
実
施
し
、
地

域
住
民
の
防
災
意
識
の
向
上
や
関
係

機
関
相
互
の
連
携
の
強
化
を
図
り
ま

し
た
。
今
後
、
県
な
ど
関
係
機
関
と

十
分
協
議
を
行
い
な
が
ら
、
原
子
力

防
災
対
策
の
さ
ら
な
る
実
効
性
の
向

上
に
努
め
ま
す
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
肺

炎
拡
大
へ
の
対
応
に
つ
い
て
は
、
１

月
31
日
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

対
策
推
進
部
を
設
置
し
、
２
月
20
日

に
は
福
岡
市
内
で
の
感
染
者
確
認
の

報
道
を
受
け
、
同
日
付
け
で
、
対
策

本
部
に
格
上
げ
し
、
市
民
へ
の
感
染

情
報
の
提
供
や
相
談
窓
口
の
設
置
、

感
染
予
防
対
策
の
周
知
・
啓
発
を

図
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

今
後
と
も
保
健
所
や
医
療
機
関
な
ど

と
の
緊
密
な
連
携
を
図
り
、
対
応
に

万
全
を
期
し
ま
す
。

本
年
度
の
施
策
概
要

　

第
２
０
１
回
通
常
国
会
の
施
政
方

針
演
説
に
お
い
て
、
安
倍
晋
三
内
閣

総
理
大
臣
は
、
①
復
興
五
輪
、
②
地

方
創
生
、
③
成
長
戦
略
、
④
一
億
総

活
躍
社
会
、
⑤
外
交
・
安
全
保
障
の

五
本
柱
で
政
策
を
推
進
し
、
特
に
、

一
億
総
活
躍
社
会
で
は
、
全
世
代
型

社
会
保
障
制
度
を
目
指
し
て
改
革
を

実
行
す
る
と
し
、
子
育
て
支
援
に
つ

い
て
は
、「『
希
望
出
生
率
１
・
８
』の

実
現
を
目
指
し
、
深
刻
さ
を
増
す
少

子
化
の
問
題
に
真
正
面
か
ら
立
ち
向

か
う
」と
述
べ
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
人
口
減
少
、

少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
は
急
務
で
あ

り
、少
子
化
対
策
を
図
る
と
と
も
に
、

生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ
る
働
き

手
の
不
足
に
対
し
て
適
切
に
対
応

し
、
人
口
減
少
に
よ
る
経
済
活
動
の

縮
小
を
補
う
よ
う
官
民
一
体
と
な
っ

て
取
り
組
み
を
進
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
認
識
の
下
、
本
市
の

令
和
２
年
度
の
主
要
施
策
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
」に
掲
げ
た
事
業
を

最
優
先
事
業
と
位
置
付
け
、
地
方
創

生
に
向
け
た
好
循
環
を
生
み
出
せ
る

よ
う
取
り
組
む
こ
と
と
し
、
選
択
と

集
中
に
よ
り
施
策
の
推
進
を
図
り
ま

す
。

①
少
子
化
対
策

　

結
婚
・
妊
娠
・
出
産
・
育
児
ま
で

切
れ
目
の
な
い
総
合
的
な
支
援
を
行

い
、
家
庭
と
仕
事
の
両
立
を
理
解
し

支
援
す
る「
イ
ク
ボ
ス
」の
育
成
や
、

女
性
の
職
業
生
活
に
お
け
る
活
躍
を

積
極
的
に
推
進
し
ま
す
。

　

子
育
て
支
援
に
つ
い
て
は
、
市
独

自
の
保
育
料
の
第
２
子
半
額
、
第
３

子
以
降
無
料
化
の
ほ
か
、
深
刻
さ
を

増
し
て
い
る
保
育
士
の
確
保
に
つ
い

て
も
継
続
し
て
取
り
組
み
、
安
心
し

て
子
ど
も
を
産
み
育
て
る
こ
と
の
で

き
る
環
境
づ
く
り
を
進
め
ま
す
。

②
人
口
減
少
対
策

　

子
育
て
世
代
に
着
目
し
、
こ
れ
ま

で
の
定
住
促
進
補
助
制
度
の
対
象
地

域
を
拡
大
す
る
こ
と
で
全
市
域
で
の

転
入
増
を
図
る
と
と
も
に
、
空
き
家

バ
ン
ク
を
利
用
し
て
本
市
へ
の
移
住

を
促
進
す
る
新
た
な
制
度
に
よ
り
、

急
激
に
進
む
人
口
減
少
の
緩
和
に
取

り
組
み
ま
す
。

③
観
光
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興

　

９
月
に
は
全
国
市
町
村
交
流
レ

ガ
ッ
タ
薩
摩
川
内
大
会
が
川
内
川
漕

艇
場
で
開
催
さ
れ
、
い
よ
い
よ
10
月

に
は
、
か
ご
し
ま
国
体
が
開
幕
し
ま

す
。
多
く
の
選
手
や
大
会
関
係
者
、

観
客
の
皆
さ
ま
を
し
っ
か
り
お
迎
え

で
き
る
よ
う
、
官
民
一
体
と
な
り
さ

ら
な
る
気
運
の
醸
成
と
、
本
市
ら
し

い
お
も
て
な
し
の
充
実
を
図
り
、
大

会
終
了
後
に
お
い
て
も
交
流
人
口
の

拡
大
に
つ
な
が
る
よ
う
努
め
ま
す
。

④
農
林
水
産
業
の
振
興

　
「
第
三
次
薩
摩
川
内
市
農
業
・
農

村
振
興
基
本
計
画
」お
よ
び「
第
二
次

薩
摩
川
内
市
六
次
産
業
化
基
本
計

画
」の
内
容
に
沿
っ
て
、
担
い
手
の

確
保
・
育
成
、
耕
作
放
棄
地
の
発
生

の
抑
制
、
有
害
鳥
獣
被
害
の
防
止
な

ど
の
他
、
効
果
的
な
販
路
開
拓
な
ど

の
農
業
振
興
策
や
全
国
和
牛
能
力
共

進
会
に
向
け
た
牛
の
出
品
対
策
、
森

林
環
境
譲
与
税
を
活
用
し
た
森
林
整

備
、
漁
港
施
設
の
予
防
保
全
な
ど
を

進
め
、
農
林
水
産
業
の
振
興
に
努
め

ま
す
。

⑤
商
工
業
の
振
興

　

働
き
手
不
足
の
深
刻
化
、
事
業
者

の
後
継
者
不
足
の
顕
在
化
に
対
し
、

Ｕ
・
Ｉ
タ
ー
ン
者
、
地
元
人
材
の
確

保
な
ど
に
努
め
る
と
と
も
に
、
中
小

企
業
の
事
業
継
続
・
拡
大
支
援
お
よ

び
創
業
支
援
を
積
極
的
に
行
い
ま
す
。

　

外
国
人
労
働
者
に
つ
い
て
は
、
そ

の
円
滑
な
受
け
入
れ
や
生
活
支
援
な

ど
の
相
談
に
応
じ
ま
す
。

　

川
内
港
久
見
崎
み
ら
い
ゾ
ー
ン
開

発
事
業
に
つ
い
て
は
、
今
夏
に
は
目

指
す
べ
き
産
業
立
地
の
イ
メ
ー
ジ
を

取
り
ま
と
め
、
竹
バ
イ
オ
マ
ス
産
業

都
市
構
想
の
取
り
組
み
と
も
連
動
さ

せ
な
が
ら
、
令
和
４
年
度
末
か
ら
の

分
譲
に
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

⑥
次
世
代
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進

　

太
陽
光
、
水
力
、
風
力
お
よ
び
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
の
普
及
啓
発
に
努

め
、
地
域
資
源
を
活
用
し
た
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
利
用
し
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
や
人
に
優
し
い
魅

力
あ
る
移
動
シ
ス
テ
ム
の
構
築
な

ど
、
地
域
課
題
の
解
決
を
目
指
し
つ

つ
、
脱
炭
素
社
会
に
向
け
た
持
続
可

能
な
ま
ち
づ
く
り
を
実
現
す
る
た
め

の
可
能
性
調
査
を
新
た
に
行
い
ま

す
。

⑦
健
康
・
福
祉
対
策

　

保
健
事
業
、
国
民
健
康
保
険
事
業

お
よ
び
介
護
保
険
制
度
の
地
域
支
援

事
業
の
一
体
的
な
実
施
を
推
進
す
る

と
と
も
に
、
医
療
的
ケ
ア
を
必
要
と

す
る
在
宅
の
重
度
障
害
児
な
ど
の
医

療
機
関
へ
の
一
時
入
所
を
支
援
し
、

家
族
の
負
担
を
軽
減
す
る
事
業
を
新

設
す
る
な
ど
、
安
心
し
て
医
療
・
福

祉
が
受
け
ら
れ
る
社
会
の
実
現
を
目

指
し
て
、
各
般
の
取
り
組
み
を
進
め

ま
す
。

　

甑
島
の
医
療
体
制
に
つ
い
て
は
、

上
甑
診
療
所
お
よ
び
下
甑
手
打
診
療

所
を
拠
点
に
、
医
療
体
制
の
集
約
を

図
る
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
が
、
ま

ず
は
下
甑
手
打
診
療
所
へ
の
医
師
集

約
と
施
設
の
改
修
な
ど
に
対
応
し
ま

す
。

　

昨
年
、
県
内
で
発
生
し
ま
し
た
女

児
死
亡
の
事
案
を
踏
ま
え
、
本
市
と

い
た
し
ま
し
て
も
児
童
虐
待
防
止
対

策
の
さ
ら
な
る
改
善
な
ど
を
図
る
た

め
、
新
た
に
部
長
級
の「
医
療
福
祉

対
策
監
」を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

児
童
家
庭
相
談
員
を
増
員
す
る
な
ど

し
て
体
制
を
強
化
し
、
関
係
機
関
と

の
連
携
を
緊
密
に
図
り
な
が
ら
、
児

童
虐
待
の
未
然
防
止
な
ど
に
向
け
取

り
組
み
ま
す
。

⑧
国
土
強
靭
化
・
社
会
基
盤
の
充
実

　

大
規
模
な
自
然
災
害
な
ど
に
備

え
、
川
内
川
河
口
部
の
高
潮
対
策
や

市
街
部
未
整
備
区
間
の
堤
防
強
化
な

ど
の
事
業
促
進
、
南
九
州
西
回
り
自

動
車
道
の
薩
摩
川
内
水
引
イ
ン
タ
ー

チ
ェ
ン
ジ
―
（
仮
称
）湯
田
西
方
イ

ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
間
の
早
期
の
工
事

着
手
に
向
け
、
国
へ
の
要
望
や
取
り

組
み
を
引
き
続
き
強
化
し
ま
す
。

　

重
要
港
湾
川
内
港
に
つ
い
て
は
、

本
市
と
阿
久
根
市
、
日
置
市
の
三
市

で「
薩
摩
國
広
域
輸
出
促
進
協
議
会
」

を
新
た
に
設
立
し
、
林
産
品
を
は
じ

め
と
す
る
地
元
産
品
の
広
域
的
な
輸

出
促
進
に
向
け
た
活
動
を
積
極
的
に

推
進
す
る
と
と
も
に
、
唐
浜
地
区
水

深
12
メ
ー
ト
ル
耐
震
岸
壁
整
備
の
国

直
轄
に
よ
る
早
期
事
業
化
に
向
け
、

国
へ
の
要
望
を
強
化
し
ま
す
。

⑨
消
防
行
政

　

聴
覚
・
言
語
機
能
障
害
者
の

１
１
９
番
通
報
を
円
滑
に
す
る
た
め

の
緊
急
通
報
シ
ス
テ
ム
を
導
入
し
、

さ
ら
に
消
防
指
令
管
制
シ
ス
テ
ム
の

一
部
更
新
や
機
能
別
団
員
制
度
を
導

入
す
る
な
ど
、
市
民
生
活
の
安
全
・

安
心
の
確
保
に
努
め
ま
す
。

⑩
教
育
の
振
興

　

教
育
大
綱
お
よ
び
教
育
振
興
基
本

計
画
第
二
期
計
画
に
基
づ
き
、
新
学

習
指
導
要
領
へ
の
円
滑
な
移
行
と
小

中
一
貫
教
育
の
充
実
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
全
校
実
施
を
進
め

る
と
と
も
に
、
学
級
経
営
の
充
実
を

基
盤
と
し
た
学
力
向
上
に
努
め
ま

す
。
ま
た
、
家
庭
教
育
・
青
少
年
教

育
の
充
実
に
努
め
る
と
と
も
に
、
長

寿
命
化
計
画
に
基
づ
く
計
画
的
な
学

校
施
設
の
整
備
に
着
手
し
ま
す
。

⑪
甑
島
地
域
の
振
興

　

甑
島
住
民
の
長
年
の
夢
で
あ
り
ま

し
た
藺
牟
田
瀬
戸
架
橋
の
建
設
工
事

に
つ
い
て
は
、
い
よ
い
よ
完
成
ま
で

の
最
終
段
階
に
あ
り
ま
す
。
今
後
も

「
甑
島
地
域
一
体
化
方
針
」に
基
づ

き
、
島
民
の
一
体
感
の
醸
成
と
効
率

的
な
行
政
運
営
な
ど
に
よ
る
持
続
可

能
な
地
域
社
会
の
構
築
を
目
指
し
て

取
り
組
み
ま
す
。

予
算
の
大
綱

　

国
に
お
き
ま
し
て
は
、「
経
済
再

生
な
く
し
て
財
政
健
全
化
な
し
」の

基
本
方
針
の
下
、
デ
フ
レ
脱
却
・
経

済
再
生
と
財
政
健
全
化
に
一
体
的
に

取
り
組
む
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
市
に
お
き
ま
し
て
も
、
健
全
な

行
財
政
運
営
に
努
め
な
が
ら
、
総
合

戦
略
に
掲
げ
る
事
業
を
最
優
先
事
業

と
位
置
付
け
、「
安
心
と
活
力
を
未

来
に
つ
な
げ
る
架
け
橋
予
算
」を
編

成
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
結
果
、
一
般
会
計
当

初
予
算
の
規
模
は
、
前
年
度
当

初
予
算
に
比
べ
、
１
・
５
％
減
の

５
４
１
億
９
千
万
円
、
温
泉
給
湯
事

業
な
ど
９
つ
の
特
別
会
計
は
、
合
計

で
２
６
２
億
５
５
４
４
万
円
と
な
り

ま
し
た
。

結
び

　

最
後
に
、
本
年
度
も
各
種
施
策
を

展
開
・
推
進
す
る
に
当
た
り
、
市
民

の
皆
さ
ま
の
よ
り
一
層
の
ご
理
解
・

ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　令和２年２月２６日に開会した第１回市議会定例会において、
岩切秀雄市長が述べた市政に関する考え方や方針の概要を紹介し
ます。なお、全文は市ホームページ上でも紹介しています。

令和２年第１回市議会定例会

施政方針の概要
薩摩川内市長 
岩切　秀雄
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